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雲南省から導入された植物　　左/サクラソウ属の一種(朝春花) Primula malacoides､

右上/ツハキ属の-種(油茶) camellla 0/e/fera､右下/キバナアマ(迎春柳) Reinwardtla lndIIca

中国雲両省の植物

活動報告-　　　　　　　　- 7月～11月のイベントから

私の研究･　　　　　　･ ･森林の群落構造とその維持機構

話題の植物･　　　　　　･チマキザサ

植物学解説シリーズ　　　　･植物の形態(2)花の結婚



中国雲両省の植物
宵山県中央植物園への導入とその利用

中国の西南部に位置する雲両省は､南部のベト

ナム国境附近の低地(標高72m)からチベットヒマ

ラヤへと続く西北部の高山(最高峰:梅里雪山6,740

m)まで､熱帯から寒帯にわたる多様な自然環境に

恵まれています｡約15,000種もの植物が生育する
"植物の宝庫"として知られており､この数は日本

で見られる植物の約3倍にも及ぶものです0

日本の植物との関連

植物の地理的分布を研究する植物地理学では､

世界各地にみられる植物を比較しながら分布パタ
ーンをもとに地域を区分し､ "植物区系"を設定し

ます｡ヒマラヤから中国､日本にかけての地域は
"日華植物区系"と呼ばれ､北半球の温帯ではもっ

とも植物の種類が豊富なことで知られていますo

同じ植物区系に含まれる日本と雲南には､共通

な属の植物がたくさんありますoそのうち日華植

物区系を中心に分布するものだけでも､スギ属､

イヌガヤ属､フサザクラ属､ヤグルマソウ属､ト

サミズキ属､ミヤマシキミ属､キプシ属､ハナイ

カダ属､アオキ属､ドウダンツツジ属､テンニン

ソウ属､メタカラコウ属.ウバユリ属など､多く

の例をあげることができますoヤマブキ,ハリギ

リ､キキョウ､ヒオウギなどのように､同種とさ

れる植物もかなりありますo　日本の植物と共通な

祖先をもつ植物が分布する雲両省は､日本の植物

の起源を探る上でも興味深い地域なのです｡

中央植物園への導入

このように古くから関心をもたれてきた雲両省

ですが､生きた植物を直接日本に導入することは､

これまであまり行なわれてきませんでした｡富山

県では, 1992年から雲両省科学技術委員会と交渉

を重ね,中国科学院良明植物研究所の協力のもと

に､ 1999年までに660種あまりの植物を雲両省から

導入することになりました｡

すでに導入した植物は､ツバキ属､ボタン属(以

上は園芸品種を含む)､ツツジ属､サクラソウ属な

ど､花の美しいものが中心になっています｡

展示植物としての利用

導入した植物は､良明植物研究所から交代で派

雲南省の位置

遭されている2名の技術者に指導を仰ぎながら,　)

栽培温室で管理しています｡これらの植物を展示

していくためには､日本の気候への順応性を調べ

る必要があります｡

いくつかの植物については､すでに屋外展示園

や展示温室への植栽を試みています｡ボタンとシ

ャクヤクの園芸品種は,野生種とともに｢ボタン･

シャクヤク園｣に植栽されており､日本の園芸品

種と対比できるようになっています｡また､種子

からたくさんの実生苗が得られたサクラソウ類は､

｢高山植物室｣のほか､ ｢雲南の植物｣の区画の流れ

の周囲にも植え込まれました｡サクラソウの仲間

は夏の暑さに弱いものが多いのですが､いまのと

ころ生育は良好のようです｡

研究材料としての利用

サクラソウ属の植物については､組織培養の技

術を使って試験管内で増殖･保存する研究をすでに

始めています｡

さらに､良明植物研究所との友好提携が結ばれ

たことにより､雲南の植物の分類学的研究や日本

の植物との比較､稀少植物の保全といったテーマ

で､共同研究を進めていくことにしています｡

今後の課題
"常春の気候''といわれる雲南に育つ植物にとっ

て､富山の夏は暑すぎ､逆に冬は寒すぎることが

多いようです｡特に､ツバキ属やシヤクナゲ属な

どの植物を展示するためには､熱帯植物の温室や

高山植物のための冷室とは温度設定の異なる, ｢雲

南植物温室｣の建設を考える必要がありますo
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W警ご讃㌻~町IL　富山県中央植鯛に導入された

雲南省の植物

l　サクラソウ属の一種(青葉報春)

Prlmula lorrestJl

サクラソウ属には500ii以上が知られ､雲南から

ヒマラヤにかけての地域には4割二たくさんの種類

がみられます｡本種は巽南省西北部の標高290D

～3300mの石灰岩地に生え､黄色い花をつけます.

2　トチナイソウ属の一種(青天点地梅)

Androsace bulleyana

小型でかわいいトチナイソウ属の植物には､ヒマ

ラヤやアルプスを中心に約100種が知られていま

す｡赤い花をつける本種は､巽南省西北部の標高

2C00～30∝)mの岩れき地にみられます｡

3　ツツジ属(シャクナゲ頬)の一種(需珠牡韻)

F7hododendTOn I〝PraLum

雲南は実にシヤクナゲの皇宮な地域です｡この植

物は標高2000m以上の山地にみられ､ウンナン

マツ林の中に生えるほか､低木林を形成します｡

4　ツルニンジン属の一種(大金繕吊有声)

CodonopsJS COnVOIvulaCea Var foITeStIl

花は青紫色で､一見クレマチスのようですが､キ

キョウ料ツルニンジン属の植物です｡要素省と四

川省の､標高2100-3600mのLLF地にみられます｡

5　エビネ属の一種(叉唇蝦育蘭)

Calanthe hancocklJ

春咲きのエビネの仲間o花は黄緑色で､強い芳香

があるのが特徴ですo雲南､四川､広西に分布し､

山地林内の暗くて退潤な場所に生えます｡

6　ヒオウギ(射干)Belamcanda chJnenSIS

日本と共通な植物のひとつ.日本の本州以南から

中国､インド北鰍こかけて広く分布し､山地の葦

原などにみられます｡

7　トウツパキ(雲南山茶花)`延雄茶'

CameIIla retJCulaEa 'chuxlngCha'

トウツバキは､日本のツバキに近縁な至高省原産

の植物ですoツパキと同様､園芸上重要な植物で､

多くの品種が作られていますo

8　ボタン(牡丹) `粉城校'

paeonla Su伽JtlCOSa `Fen-eJlaO

ボタンとシャクヤクの原産地である中国には､た

くさんの園芸品種が知られています｡これらは･必

ずしも宴南省で改良されたものではありません

が､良く知られた中Eil産の植物ということで､ボ

タン22品種､シャクヤク17品種を導入しました｡

9　ユリノキLlrIOdendlontullPlfera (左)と

シナユリノキ(払掌轍)L chlnenSe(右)

変わった形の葉をつけるユリノキ属の植物には､

北米東部原産で街路樹に使われるユリノキのはか

にも､中国南畝二シナユリノキが知られていますD
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j活動報告

斬新節　7月～11月のイベントから瑞碓鞘

都市緑化フェアのテーマ会場期間の終了後､

夏休み中から秋までの間に実施したイベントの

中から､いくつかをご紹介します｡

ネイチャーヒデオ教室(7月28日)

フリーカメラマンの近

藤稔氏を講師に迎え､

植物のビデオ損影にJ

ついての講義と実習

が行なわれましたo

参加者は9名とややi

少なかったものの､1

かえって中身の濃い講

習ができたようですC

｢■

I:.. '㌻･:a
夏休み子供植物教室(7月29日～31日)

｢植物の標本の作り方と種名の調べ方｣､ ｢花の

観察とスケッチのしかた｣, ｢顕微鏡をつかった

観察｣のテーマで, 3日間にわたって行なわれま

したo今年は20名の小学生が参加o

組織培養入門

P　(8月21日､ 22日)

7､1 4名の方が参加さ
れ､神戸研究員の説明

和紙を作ってみよう

(8月23日～25日)

乎村の和紙工芸研究

館の協力で実施o　たく'F＼

さんの方が和紙漉きを

体験され､たいへん好

評でしたo

l'‥'lL1-.:Jl.''J'一一∴- : I:.了

を材料に､毛糸や布の染色を行ないました｡

植物学講座｢シダ植物研究法｣ ( 9月29日)

松本定氏(国立科学博物館筑波実験植物園　主

任研究官)を講師に迎え､ヤマヤプソテツの研究

の紹介や､顕微鏡を使った前葉体の観察が行な

われました0 24名の参加者はいずれも熱心な方

ばかりでしたo

古史けながら､培地作　　　　　!･′　　　　　†･上

りやエビネの無菌播種　　その他のイベント

などの実習を行ないま　植物画展(9月13日～23日)

フェアリーリングの会有志の作品を中心に展示｡

植物画講習会(9月22日､ 23日)

講師:豊田路子氏･岡田宗男氏(フェアリーリングの会)

植物学講座｢歌曲･唱歌の中の植物｣ (10月6日)

協力:富山大学合唱団有志

こども植物教室｢どんぐりであそほう｣ (10月20日)

植物学講座｢イエギクの起源｣ (10月27日)

講師:中田政司(富山県中央植物園)
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【　1私の研究

森林の群落構造とその維持機構　　研究員山下　寿之

普段見慣れている山野の植物にも人間の社会と

同じように､植物の社会があることをご存じでし

ょうか?森林でも草原でも植物群落には垂直的

に階層構造があります｡特に自然の状態ではこの

階層構造が発達し､複雑になります｡普通､森林

群落の植生調査をするときには構成している植物

の高さから4つの階層(高木層､亜高木層､低木層､

草本層)にわけて記載します｡高木層は林冠を構成

し､亜高木層や低木層はいずれ高木屑にまで成長

する種類や､どんなに成長してもある高さが限界

となる種類によって構成されていますo草本層に

は革本類だけでなく､上層を構成する樹木の実生

や稚樹も含まれています｡草原でもススキやヨシ

などの優占種だけが我々の目に飛び込んできます

が､草原の中に入ってみると､これらの下にも多

くの植物が生育しており､限られた資源を求めて

競争しています｡
一方､平面的には植物群落はそれぞれの群落に

特有な種類と､どの群落にも共通する種類とによ

って構成されています｡また､同じ群落(例えばブ

ナ林)でも地域によって構成種が異なるだけでなく､

同一林分内でも地形や土壌の通いによって構成種

が異なります｡

私の専門とする研究分野は植物生態学で､この

ような植物群落の種頬組成と群落構造を調査し､

林分ごとあるいは地域ごとに比較することです｡

さらに､林冠構成種がどのように世代交代を行う

温室だより

コチョウラン
Pha由enopsIs

(解説は次頁)

のかを調べることです｡これまではおもにシイ林

やカシ林の太平洋側の分布北限域において調査し

てきましたo林床のシイやカシの椎樹は20cmほど

のものでも､ 10年ぐらい生き延びています(自分の

境遇と共通する)｡しかし､これも林床が明るくな

らない限り､それ以上成長することができずにや

がて枯れてしまいます｡それでも次々と果実(ドン

グリ)が散布されて､新しい実生が生産されて次世

代を残す努力をしているのですoつまり､シイや

カシも保険をかけているのです｡

富山県はこれらの森林の日本海側の分布北限城

にあたり､今後県内および北陸地方を調査して群

落構造とその維持機構を明らかにしたいと考えて

おります｡また､

ブナ林や亜高山

帯の針葉樹林で

も同じ様な研究

をすすめたいと

思います｡この

ような基礎的な

調査結果をもと

に､貴重な植物

群落の保全のあ

り方を検討しよ

うと考えており

ます｡

コチョウランの野生種
U'halaenoPsts amablLIS )
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茨城県北部のスダジイ林

コチョウランの爾芸品種



話題の植物

チマキザサ

日本海側を中心とする雪の多い地方にはごくふ

つうに生えているササで､葉がきれいに隈どられ

るので庭に植えられるクマザサも同じ仲間です｡

広くて丈夫な葉には防腐作用があり､寿司やちま

きを匂むのに使われます｡また､正月の門松に葉

を添えたりもしますD

チマキザサの仲間や､太平洋側でもやや高い山

の雪が積る場所にみられるアマギザサの仲間では､

秤(かん:イネ科植物の茎)の節の部分に芽が作ら

れ､桟を出します｡一方,冬は冷え込むにもかか

わらずあまり雪が降らない太平洋側の内陸部には､

小型で梓は細くて枝分かれすることがなく､葉の

質がややもろいミヤコザサの仲間が分布していま

す｡雪というと冷たいイメージがありますが,莱

際には雪の下は0℃を大きく下回ることがありま

山市の呉羽丘陵で｡

コチョウランは漢字で`胡蝶蘭'と書き､チョウ

のようなランという意味で､もともとは台湾南部

とフィリピン群島に分布するコチョウラン属

(phalaenops)'S)の野生種であるPhaJaeLlOPSLS

aphTOdLte RchbJ.の和名として恥､られましたが､

現在はコチョウラン属の総称として広く使われてい

ます｡

植物園のラン温室ではコチョウランの園芸品種

(写真)のほかに東南アジアの野生ランのコーナーの

まわりで白色系園芸品種の交配親になった

せん｡ササの冬芽や

葉が生き残るために

は､寒い風に直接さ

らされるよりは､雪

の中に埋まっている

方がかえって好都合

なわけですo

同じチマキザサの

仲間でも､日本海側

と太平洋寄りの地域

で比べると､日本海

側の方が葉が大きく

て広いものがたくさ

んみられます｡また､

太平洋側に分布する

ミヤコザサやアマギ

ザサの仲間では､柴

技師　高橋　-臣

L∴ ;111川‖J十∴∴..:.占

誓認諾等霊長;=雷真野の広い~枚を選ん
越後の笹飴や笹団子など､ササの薬で食べ物を包

む習慣は､日本海側の各地で特によく発達してい

ます｡これには､日本海側では葉の広いササを簡

単に手に入れられることが関係しているようですo

phaIaeL)OPSLS amabL'h'S (L ) Bl. (写真)やピンク系園　　　)

芸品種の交配親になったPhalaenopsLS SChII1erlana

Rchb.∫.などコチョウラン属の野生種が樹木や木生シ

ダに張り付いて(着生)生育している様子を観察する

ことができますo普段は花屋さんで売られている鉢

植えのコチョウランばかり見ているので樹木などに

着生しているランの姿を見るとちょっと驚くかもし

れませんが､コチョウラン属は自生地(この仲間は

聴熱帯アジアからオーストラリア北部に約50種分布

している)でも樹木などに着生して生育しています｡

ランの野生種は花の大きさや華麗さでは園芸品種に

はかないませんが､その可憐な姿に思わず見入って

しまうことも少なくありません｡
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植物学解説シリ-ズ

植物の形態(2)　　　花の結婚

つぼみの中に美しい花弁が形づくられるのと同

時進行で､その内側に包まれた雌蕊と雄蕊の中で

は生殖細胞の成熟に向けた変化が次々とおこって

いますo

雌蕊の中の腫珠では､ひとつの母細胞から四分

千(図A)が生じ､さらにこのうちのひとつの細胞

･欝　甘

(図A矢印)が卵細胞や極核と呼ばれるものから構

成される狂嚢(図B)を形成します｡基本的にひと　止､

つの艦珠にはひとつの艦重しかつくられませんか

ら､雌の生殖細胞はふつう腫珠の数だけ(しかない) ､

ということになりますo

A　フジの雌の四分子

･チ∴~∴一　二t

一方,雄蕊の先端の薪の中には多数の母細胞か

ら生じた四分子がつまっており(図C)､そのひと

つひとつがさらに4つに分かれて花粉となるので

(図D)､雄の生殖細胞の数は時としておびただし

いものになります｡

種子植物の受精はまず花粉(図E)が雌蕊の先端

(柱醜)につくこと(これを受粉といいます)から始

まります｡どのような方法で花粉が柱頭にたどり

つくかは種ごとにさまざまで､植物学の重要な研

究テーマとなっています｡主な方法としては,風

によるものと昆虫によるものとがあり､それぞれ

風蝶､虫蝶と呼ばれます｡

.単.y:'

主任研究員　大宮　徹

禽紗j

申L-噂i■

D　四分子の細胞がひとつ

C　フジの雄の四分子･正四　ひとつ分かれたところ.こ

面体の配置をしているo　　　れらが成熟して花粉となる0

0 025mm

二一■∫'-

受粉した花粉からは花粉管という細い管が伸び

て(図F- 1 )雄の生殖細胞を含む花粉の中身を旺

珠まで移動させます｡小さな花粉の大きさから考

えれば非常に長い管が伸びていくわけです｡この

管が腫嚢に達して(図F-2)､雄の生殖細胞を艦

嚢の中に放出して受精が行われます｡

植物の生殖の過程には種ごとに比較可能な数十

もの形質が知られていますDひとめにつかない小

さな変化の連続ですが､植物の系統関係などを考

える上で重要なてがかりとなっていますD

F　花粉管

F-1 1雄蕊の中に伸び

た花粉管(矢印)

F12　庶事に逢した花

粉管(矢印)

B　フジの隆幸の連続切片■これらがひとつの荘重に含

まれている｡

B-1卵細胞(e)と2つの助細胞(sy)

B-2　反足細胞(ap) - 3つあるうちの2つ

B-3　極核

0 05mm
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専門植物園ガイド
氷見市海浜植物園(アロマガーデン)

万葉集にも歌われた白砂青松の地"松田江の長浜"

に建設された海浜植物の専門植物園で､平成8年

5月14日に開園しましたo

干満潮を再現した水槽のある｢温室｣では､ "マン

グローブ　を代表するヒルギの仲間など,熱帯の

海浜植物を見ることができます｡中庭は｢展示庭園｣

になっており,タブノキやトベラ､ハマギク､ア

シタバなど､日本の温帯域の海岸にみられる植物

が集めらています｡富山湾に面した｢海浜散策園｣

には遊歩道や木造が整備され､クロマツ林や砂浜

を歩きながら植物の観察ができます｡

本給には､大型テレビジョンや植物の検索装置

を備えた｢ワークショップ｣のほか､約3,CKX)種類に

およぶ世界各国の昆虫標本が展示されいる｢展示ホ
ール｣､青い海を見渡しながら食事が楽しめる｢ス

カイラウンジ｣などがあり,小規模ながら内容の充

実した植物園となっていますo

お問い合せは:氷見市海浜植物園

〒 935富山県氷見市柳田3583

TEL.0766 - 91 - 0100

イベント案内

平成8年度研究発表会

｢植物園を支える研究活動｣

中央植物Eglで行なっている研究活動の内容を

紹介します0

日時: 2月23日(日)13:∝卜16:00

場所:宮山県中央植物園　管理研修棟研修室

*なお､研究発表会の内容にもとづくパネルを､

2月21日(金)から26日(水)までの間､サンライ

トホールに展示します｡

企画展示
｢収蔵図書でみるランの世界｣展

植物園に収蔵されているランの文献の紹介を

兼ねて､ラン科植物の分類や生態､育種などに

ついて写真パネルで解説します｡

日時: 2月28日(金)～3月30日(日)

9:00～17:00

場所:宮山県中央植物園　サンライトホール

講済会
｢ランの野生種と園芸品種｣

ランの園芸品種を野生種と比較しながら､そ

の特徴や変遷について講演していただきます｡

日時: 3月9日(日)13:00叶15:α)

場所:宮山県中央植物箆　菅野肝障棟研修室

講師:鹿本清美(広島市植物公園園長)

日曜植物案内

テーマに沿って植物を解説しながら､園内の

ガイドを行ないます0 1-3月は温室を中心に

ご案内しますo

｢熱帯の有用植物｣

日時: 1月12日(日)ll:00～12:00

｢熱帯のくだもの｣

日時: 2月2日(日)ll:00-12:00

｢ランのいろいろ｣

日時: 3月16日(日)ll:00～12:00

場所:宮山県中央植物詞　展示温室
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